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民生委員・児童委員の皆さん。これから３年間、住民の相談相手、
行政とのパイプ役などとして地域福祉のために尽力いただきます

地域福祉の大きな推進力
民生・児童委員 121 人委嘱
　12 月 1 日、民生委員・児童委員（主任児
童委員）の一斉改選が行われ、委嘱状伝達
式が行われました。新たな委員 30 人を含
む、121人に厚生労働大臣から委嘱状を交付。
民生委員・児童委員協議会吉

よ し わ き

脇辰
た つ お

男会長は
「地域住民の福祉向上のために、誠意を持っ
て活動しましょう」とあいさつしました。
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まち協の活動をＳＮＳなどで情報発信

きずな協働体 細野地区今月は、

取 り 組 み を 紹 介 し ま す

さ
く
ら
通
信
へ
掲
載
す
る
情
報
を

募
集
中
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

へ
の「
い
い
ね
」も
お
願
い
し
ま
す
。

細
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

西に
し
だ田　

恵え

り

こ

理
子
さ
ん

参加者は、多数傷病者が出たときに、患者の緊急度などによって
治療や搬送の優先順位を決める「トリアージ」などを学びました

大規模事故や災害に備えて
多数傷病者対応研修会を実施
　12 月 17 日、多数傷病者対応研修会が消
防本部で行われました。消防署職員や市内
で勤務する看護師 20 人が参加。鹿児島県の
米盛病院副院長冨

と み お か

岡譲
じ ょ う じ

二さん、救急調整室
室長古

こ が

賀司
つかさ

さんを講師に招き、多くの傷病
者が発生したとき、救える命を守るための
知識や技術を学びました。

　細野まちづくり協議会の活
動や伝統行事、学校行事など
を広く知ってもらうため、広
報紙「さくら通信」を発行し
ています。設立当初からなる
べく毎月発行することを心が
け、平成 29 年２月号で第 20
号となりました。さくら通信
は、細野地区を中心に区長さ
んを通じて回覧しており、ホー
ムページでも見ることができ
ます。また、昨年６月にはフェ

イスブックのページも開設。
ＳＮＳなどを活用して、地域
の交流人口増加のために情報
発信をしています。昨年 11 月
に霧島岑神社で開催した古事
記神話イベント「古

いにしえ

の誘
いざな

い」
や今年１月８日に開催した「細
野どんど焼き」でも市内外か
ら多くの人が細野地区を訪れ
てくれました。これからも地
域の情報をいち早くお届けし
ていきます。

1 月 8 日には " どんど焼き " を行いました

講演会は、西諸地域在宅医療介護連携推進協議会が開催。医療・
介護・行政関係者など約 150 人が参加しました

在宅医療介護の連携目指し、	
全国事例から学ぶ講演会開催
　12 月 10 日、ガーデンベルズ小林で在宅
医療介護連携講演会が行われました。西諸
の在宅医療介護の連携を推進することが目
的。一般社団法人鶴岡地区医師会の三

み は ら

原
一
い ち ろ う

郎氏、遠
え ん ど う

藤貴
き え

恵氏が登壇し、在宅医療介
護連携の取組、連携におけるメリットなど
について、理解を深めました。

研修会には、医療関係者や一般市民の 209 人が参加。ユーモアを
交え、西諸地域の在宅医療の実情などを訴えていました

「在宅医療の充実のために」
宮崎大学教授の講演会を開催
　１月 18 日、西諸地域在宅医療推進研修会
が文化会館で行われました。一般社団法人
西諸医師会が、在宅医療の推進と在宅医療
従事者の多職種連携を図ることを目的に開
催。宮崎大学医学部の吉

よ し む ら

村学
まなぶ

教授が登壇し、
「西諸地域の在宅医療充実のために今からで
きること」について講演しました。

丹野さんは、「誰でも発症する可能性がある。家族や職場などの
周囲の理解や声掛けの工夫が大切」と強く訴えていました

「周囲の理解と声掛けの工夫
が大切」丹

た ん の

野智
と も ふ み

文さんが講演
　12 月 13 日、認知症研修会が文化会館で
開催されました。約 3 年前に 39 歳の若さ
で若年性認知症を発症し、現在も認知症発
症前からの職場で仕事を続けながら全国各
地で講演活動を行っている丹野智文さんが
登壇。若くして認知症と診断されてからの
心の葛藤を交えて、講演を行いました。

ほうきやブラシを使って、オオヨドカワゴロモの表面をこする参
加者。滑りやすい足場に気を付けながら清掃を行いました

「オオヨドカワゴロモ」保護
のため河川清掃活動を実施
 １月 21 日、平成 28 年３月に国指定天然記
念物に指定された「オオヨドカワゴロモ」
の自生地である岩瀬川の清掃活動を行いまし
た。この活動は、22 年前から取り組んでおり、
今年は土木関係者や市民ら 62 人が参加。参
加者は、オオヨドガワゴロモの生態や表面
のゴミのとり方を学びながら清掃しました。
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創
業
56
年
、
赤
松
通
り
に
店

を
構
え
、
地
域
に
愛
さ
れ
続
け

て
い
る
ラ
ー
メ
ン
屋
「
来
々
軒
」。

　

昨
年
10
月
、
長
年
、
安
全
な

料
理
を
提
供
し
続
け
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
食
品
衛
生
優
良
施

設
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。
県
内
で
は
数
あ
る
飲
食
店

の
う
ち
、
わ
ず
か
２
店
舗
の
み

が
受
賞
し
た
価
値
あ
る
賞
だ
。

　

２
代
目
と
し
て
店
を
営
む
の

は
、
川
南
輝
美
さ
ん
（=

67
歳
）。

　
「
支
え
て
く
れ
る
地
域
の
人
た

ち
の
お
か
げ
。
そ
の
人
た
ち
の

た
め
に
、
お
い
し
く
て
安
全
な

ラ
ー
メ
ン
を
出
す
こ
と
は
常
に

意
識
し
て
い
る
」。

　

来
々
軒
は
、
父
輝て
る
お夫
さ
ん
が

福
岡
で
修
行
し
た
後
、
昭
和
36

年
に
開
業
。
父
の
姿
を
見
て
育
っ

た
照
美
さ
ん
は
、
23
歳
か
ら
店

を
手
伝
い
、
子
ど
も
が
で
き
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
30
歳
か

ら
本
格
的
に
修
行
を
始
め
た
。

　

店
は
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
厨
房

が
全
て
見
え
て
お
り
、
接
客
は

も
と
よ
り
、
衛
生
面
に
も
必
然

的
に
注
意
が
払
わ
れ
る
。
ま
た

多
く
の
人
が
、「
な
つ
か
し
い

味
」、「
昔
を
思
い
出
す
」
な
ど
、

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
味
を
求
め

店
を
訪
れ
る
。

　
「
父
か
ら
、
衛
生
面
か
ら
接
客
、

そ
し
て
何
よ
り
同
じ
味
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
っ
た
」。

　

そ
し
て
20
年
前
、
店
を
引
き

継
ぎ
２
代
目
に
。
店
主
に
な
っ

て
も
父
の
教
え
を
守
り
続
け
た
。

し
か
し
２
年
前
、
40
年
使
用
し

て
い
た
製
麺
店
が
閉
店
。
味
の

大
き
な
要
素
で
あ
る
麺
の
変
更

は
一
大
事
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

同
じ
味
で
勝
負
す
る
こ
と
を
譲

ら
な
か
っ
た
。

　
「
初
め
て
出
し
た
と
き
、
お
客

様
に
『
や
っ
ぱ
り
変
わ
ら
な
い

ね
』
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
正

直
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」。

　

現
在
、
息
子
勝ま
さ
ひ
ろ裕

さ
ん
が
店

を
継
ぐ
べ
く
修
行
中
。
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
、
同
じ
味
を
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ

を
日
々
教
え
て
い
る
。

　

昔
な
が
ら
の
趣
き
を
残
す
店

「
来
々
軒
」。
代
は
変
わ
っ
て
も
、

安
全
で
ど
こ
か
懐
か
し
い
ラ
ー

メ
ン
を
作
り
続
け
る
。

創
業
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
思
い
守
り

安
全
で
懐
か
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
続
け
る

㊤ 昼食時になると多くのお
客さんで賑わう。宮崎市内
など遠方からお訪れる人も。
㊦ 赤松通りで場所を変えず
56 年間営業を続ける。「こ
れからも、本物のラーメン
をこの場所で作り安心を届
けたい」と話す。

チャリティダンスの益金を寄附
　12 月 22 日、 小 林
商 工 会 議 所 女 性 部
が、同３日に開催され
たチャリティダンス
パーティーの益金の
一部を市に寄付しました。同部会の川

か わ こ

子カズエ
さんは「市のさまざまな事業に活用し、大切に
使ってほしいです」と話していました。
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火災ゼロを願い「消防出初式」開催
　１月８日、新春恒
例の消防出初式が中
央公民館で行われま
した。西諸広域消防
本部の職員や消防団
員など約 500 人が参加。消防功労者への表彰な
どが行われ、団員らは新年を迎え気持ちを新た
に火災ゼロや地域の安全を誓いました。

食品衛生店舗　厚生労働大臣賞
「来々軒」２代目店主

川
かわみなみ

南 輝
て る み

美 さん

Vol.66
こばやしびと

「人権啓発・男女共同参画講演会」開催
　１月 21 日、人権啓
発・男女共同参画講
演会を文化会館で行
いました。人権問題
などを一人芝居で伝
える福

ふ く な が

永宅
た く じ

司さんが登壇。不登校の中学生が主
人公の「15 歳学校Ⅳ」を演じ、「地域で子ども
を救って行かなければ」と訴えていました。

市内外 243 人が山麓路を快走
　１月３日、新春山麓
路ロードレース大会が
開催されました。山麓
ランニングクラブ主催
で毎年開催され、今年
で 42 回目。北西方の入佐公園を出発し、１㌔
から５㌔のコースを小学生から一般までの 243
人が駆け抜け、健脚を競い合いました。

体育振興を願い、市内３高校に寄付
　12 月 19 日、小林市
区長会が体育振興の
ために市内３高校（小
林高校、小林秀峰高
校、小林西高校）へ寄
付を行いました。倉

く ら た

田富
と み お

夫会長は「区・組加入
世帯の協力によるもの。高校体育の強化に役立
ててほしい」と話していました。

市内中学校へ図書 524 冊を寄贈	
　１月 11 日、小林こ
すもすライオンズクラ
ブが、団体結成 25 周
年を記念して、市内中
学校に図書を 524 冊寄
贈しました。今

い ま い

井悠
ゆ う じ

二会長は、「中学生の教育に
つなげてほしい」とあいさつ。図書は市内９校に
配布され、生徒たちの読書推進に活用されます。

昭和 47 年卒同窓会が母校３校へ寄付
　１月 13 日、昭和 47
年度小林中卒還暦同窓
会が、小林中学校、小
林小学校、南小学校に
寄付をしました。平成
28 年度に同窓会を発足し、147 人が寄付に協力。
﨑
さ き や ま

山和
か ず お

夫実行委員長は、「子どもたちのために使っ
てほしい」とあいさつしました。

市内 2 小学校で租税教室を実施
　租税教室を紙屋小
学校と南小学校で行
いました。市役所税
務課職員らがアニメ
やクイズで税の仕組
みを解説。クイズではこすモ～も登場し、児童
らは、暮らしの中で税金がどのように使われて
いるのかを楽しみながら学びました。


